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天然汚れに一致した各種ポリエステル汚垢布の作成と洗浄特性

共立女短大○山口庸子小林有紀子　共立女大総文研長田美穂永山升三

　【目的】天然汚垢布の洗浄力評価と相関性の高い挙動を示す人工汚垢布として奥村らnに

よって水を分散媒としたタンパク質配合湿式人工汚垢布が開発されている。しかし、新合

繊のような新素材繊維の開発により多様化した衣料の洗浄を行う上では繊維基質の影響を

考慮して洗浄することが重要視される。そこで、各種ポリエステル布を対象に人工汚垢布

の作成を提案すると共に繊維形態や糸構造が汚染・洗浄に与える影響について考察した。

　【方法】繊維形態の異なるポリエステル試料布として超極細繊維及び異形断面繊維によっ
て織られた２種類の新合繊と通常の繊維で織られた布の計３種類を使用した。奥村らの湿

式人工汚垢布の作成方法に準じて濃度の異なる汚染浴を作成し、汚垢の付着率と衣料用洗
剤（J I S指標洗剤、中性洗剤、弱アルカリ性合成洗剤、粉石鹸）に対する洗浄力試験を

行いポリエステル繊維に適した汚染処理条件を求めた。更に、天然汚垢布と人工汚垢布の

洗浄挙動の一致性の確認と汚垢の付着状態の観察を走査型電子顕微鏡を用いて行った。

　【結果】従来の汚染浴の1/2～1/3の汚垢処理濃度で作成したポリエステル人工汚垢布は衣

料用洗剤の特性を示し、この時の表面反射率はいずれのポリエステル布においても綿布の

値とほぽ同じ4 5±2%前後を示した。超極細繊維、異形断面繊維からなる新合繊では汚
垢成分が付着し易く落ちにくい特性を示し、通常の繊維形態の布よりも濃度の低い汚染処

理を必要とした。天然汚垢布と比較した人工汚垢布の汚垢付着状態及び洗浄後の脱落状態、

試料布の相違による特性について電子顕微鏡による詳細な観察から考察を行った。
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　目的　洗濯の環境への負荷を軽減する手段の一つとして，洗剤液の繰返し使用を前提と

したいわゆるまとめ洗いが考えられる。しかしこの方法は，汚れの付着した衣類を長時間

放置することになるため，汚れの変質による洗浄性の低下が懸念される。従来からの研究

の一環として，本報では，油脂（皮脂）・タンパク質汚れが共存付着した肌着を想定し

て，エイジングに伴う油脂の自動酸化がこれらの洗浄性に及ぼす影響について検討した。

　方法　皮脂汚れのモデルとしては，これまでに引続いて精製ラード（Ｌ）を，タンパク

質汚れのモデルには，凍結乾燥した鶏卵卵白(E）を用いた。試験布には，綿カナキン（

綿布）とポリエステルモスリン（Pe布）を，精製して用いた。これらに，凍結乾燥卵白の

水溶（分散）液とラードのベンゼン溶液とを塗布し，汚染布を作成した。40°Cの定温器中

で所定の期間エイジングを行った後，ジエチルエーテル，次いで熱水酸化ナトリウム溶液

で抽出し，ラードはGLC ，卵白は銅－Folin法で定量した。
　結果　①Ｌ単独汚染布の洗浄性は，従来と同様であった。Ｅ単独汚染布の洗浄性は，綿

布・Pe布ともにエイジングに伴って低下したが, Pe布において特に顕著であった。②Ｅと

Ｌが共存するとき, Lの洗浄性は，綿布･ Pe布ともに，単独汚染布と同様の傾向を示した

が，洗浄効率は単独汚染布より約20％高かった。エイジングＯ日のＥの洗浄効率は単独汚

染布の場合と同程度（約90％）であったが，エイジングによって，綿布では著しく低下し

て20日で約30％となったのに対して，Pe布ではほとんど変化が見られなかった。③Ｌのエ

イジングによる自動酸化は，どの汚染布においてもほぽ同様に進行した。
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